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兵庫県芸術文化協会

令和4 年 2 月号

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

3 月 5 日㈯・ 6 日㈰　 12時～16時3 月 5 日㈯・ 6 日㈰　 12時～16時

兵庫県公館（ 迎賓館）で開催兵庫県公館（ 迎賓館）で開催

昨年12月実施の生活文化大学＜短期講座＞
展覧会特別鑑賞講座 ～ライデン国立古代博
物館所蔵 古代エジプト 展～

2022年度

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

友
の
会
会
員

友
の
会
会
員 

募
集
募
集

伝 統 文 化 ふ れ あ い 広 場
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

　
１
月
27
日
か
ら
兵
庫
県
が
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

実
施
区
域
と
な
り
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
本
部
は
、
兵
庫
県
の
行
政
運
営

方
針
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
事
業
内
容
等
を
変
更
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
最
新
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
本
紙
掲
載
中
の
展
覧
会
・
公
演
等
の
開
催
状
況
に
つ
い

て
は
主
催
者
ま
た
は
会
場
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ひ
ょ
う
ご
の
造
形
芸
術
オ

ン
ラ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、

　
兵
庫
県
福
崎

町
。
民
俗
学
者
柳

田
國
男
の
生
誕
地

で
あ
り
、
近
年
、

妖
怪
を
テ
ー
マ
に

町
お
こ
し
・
観
光

に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
は
じ
め
に
行
っ
た
の

は
辻
川
山
公
園
。
池
か
ら
は

十
五
分
お
き
に
河
童
の
河
次

郎
が
出
て
、
地
上
三
メ
ー
ト

ル
の
小
屋
か
ら
は
「
逆
さ
天

狗
」
が
飛
び
出
し
て
き
ま
す
。

小
さ
な
子
供
た
ち
は
怖
が
り

な
が
ら
も
目
を
輝
か
せ
て
見

て
い
ま
す
。
公
園
に
は
柳
田

國
男
生
家
や
記
念
館
も
あ
り

ま
す
。
目
の
前
の
「
も
ち
む

ぎ
の
や
か
た
」
で
特
産
の
も

ち
麦
麵
の
昼
食
で
す
。

　
公
園
を
あ
と
に
し
、
も
う

一
つ
の
売
り
で
あ
る
「
妖
怪

ベ
ン
チ
」
め
ぐ
り
に
出
発
で

す
。
す
ぐ
近
く
の
辻
川
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
妖
怪
ベ

ン
チ
探
検
マ
ッ
プ
」
を
入
手

し
ま
す
。
妖
怪
ベ
ン
チ
は
、

妖
怪
を
造
形
ア
ー
ト
で
再
現

し
た
も
の
で
、
ほ
ぼ
等
身
大

で
、
福
崎
町
内
の
色
々
な
お

店
の
前
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
あ
の
「
ア
マ
ビ
エ
」
が

新
設
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
は

十
九
体
に
増
え
て
い
ま
す
。

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、

将
棋
を
指
す
河
童
や
雪
女
が

い
ま
す
。
こ
う
し
た
妖
怪
た

ち
と
一
緒
に
写
真
を
撮
る
の

が
お
す
す
め
で
す
。
福
崎
駅

近
く
の
寿
司
屋
に
い
る
天
狗

と
写
真
を
撮
り
、
孫
に
見
せ

る
と
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
天

狗
と
友
達
な
の
？
」
と
う
ら

や
ま
し
そ
う
。
文
化
観
光
は

こ
れ
か
ら
も
注
目
で
す
。
暖

か
く
な
っ
た
ら
、
ご
家
族
や

お
孫
さ
ん
と
福
崎
町
へ
〝
妖

怪
め
ぐ
り
〞
に
お
出
か
け
に

な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
Ｋ
・
Ｎ
）

　
兵
庫
の
地
に
は
、
く
ら
し
の

中
で
先
人
た
ち
が
築
き
あ
げ
て

き
た
独
自
の
貴
重
な
伝
統
文
化

が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
地
域
社
会
に

あ
っ
て
永
年
に
わ
た
り
ひ
た
む

き
な
努
力
を
続
け
、
伝
統
文
化

を
守
り
育
て
て
き
た
方
々
に
昭

和
57
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ
と
文

化
賞
」
を
贈
呈
し
て
き
ま
し
た
。

40
回
目
を
迎
え
る
本
年
度

は
、
武
地
秀
実
さ
ん
（
え
び
す

か
き
〈
人
形
つ
か
い
〉
の
継
承
）
、

杉
原
紙
振
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
杉
原
紙
技
術
の
伝
承
）
、
竹
田

地
区
松
明
祭
保
存
会
（
奇
祭
の

継
承
）
、
淡
路
木
偶
づ
く
り
講

座
（
人
形
木
偶
づ
く
り
の
継
承
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
１
月
25
日
に
兵
庫

県
民
会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
の
ご
紹
介
】

武
地

秀
実
さ
ん

（ 66）
西
宮
市
＝

人
形
浄
瑠
璃
・
文
楽
の
源
流
が

西
宮
に
あ
る
こ
と
を
広
め
る
た

め
「
え
び
す
か
き
（
人
形
つ
か

い
）
」
を
再
興
し
「
人
形
芝
居

え
び
す
座
」
を
結
成
。
座
長
と

し
て
自
ら
人
形
を
操
り
人
形
芝

居
や
伝
統
芸
能
の
上
演
活
動
を

続
け
る
ほ
か
、
毎
年
小
中
学
校

で
普
及
・
継
承
活
動
を
行
う
な

ど
、
地
域
文
化
の
向
上
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

◇

杉
原
紙
振
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
昭
和
60
年
設
立
）
多
可
町
＝

町
内
小
中
学
校
の
卒
業
生
が
つ

け
る
コ
サ
ー
ジ
ュ
や
卒
業
証
書

を
杉
原
紙
で
制
作
す
る
ほ
か
、

商
品
開
発
や
啓
発
講
座
を
行
う

な
ど
地
道
な
活
動
で
９
０
０
年

以
上
続
く
技
術
を
継
承
し
、
杉

原
紙
の
振
興
と
発
展
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
文
化
賞
」
受
賞
者
決
定

「
ふ
る
さ
と
文
化
賞
」
受
賞
者
決
定

武た

け

ち地

秀ひ

で

み実
さ
ん
（
人
形
芝
居
・
西
宮
市
）

杉す
ぎ
は
ら
が
み
し
ん
こ
う

原
紙
振
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
杉
原
紙
・
多
可
町
）

竹た
け
だ
ち
く
た
い
ま
つ
ま
つ
り
ほ
ぞ
ん
か
い

田
地
区
松
明
祭
保
存
会
（
防
火
祈
願
神
事
・
朝
来
市
）

淡あ

わ

じ

で

こ

路
木
偶
づ
く
り
講こ

う

ざ座
（
人
形
木
偶
づ
く
り
・
南
あ
わ
じ
市
）

武地 秀実さ ん

◇

竹
田
地
区
松
明
祭
保
存
会
（
昭

和
22
年
設
立
）
朝
来
市
＝
江
戸

時
代
か
ら
幾
度
と
な
く
大
火
災

に
見
舞
わ
れ
て
き
た
竹
田
城
跡

麓
の
竹
田
地
区
で
、
火
伏
せ
の

神
を
祀
る
愛
宕
神
社
に
無
火
災

祈
願
の
献
灯
奉
納
を
し
た
の
が

始
ま
り
。
以
降
、
「
竹
田
松
明

祭
（
竹
田
愛
宕
神
社
松
明
祭
）
」

を
２
５
０
年
以
上
に
渡
り
継
承

・
保
存
活
動
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

◇

淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
（
昭
和

58
年
設
立
）
南
あ
わ
じ
市
＝
淡

路
三
原
高
校
の
職
員
・
生
徒
有

志
に
よ
っ
て
発
足
。
週
１
回
の

定
例
活
動
を
継
続
し
、
毎
年
作

品
展
を
開
催
。
淡
路
人
形
の
制

作
・
修
理
技
術
を
提
供
す
る
こ

と
で
５
０
０
年
の
伝
統
を
誇
る

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
伝
承
活
動

を
支
え
る
な
ど
、
淡
路
人
形
の

普
及
啓
発
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

杉原紙振興ボラ ンティ ア

竹田地区松明祭保存会

淡路木偶づく り 講座

ひ
ょ
う
ご
の
造
形
芸
術

オ
ン
ラ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
！

ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。

　
今
年
度
実
施
し
た
「
造
形
芸

術
活
動
支
援
事
業
」
の
助
成
対

象
と
な
っ
た
展
覧
会
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
ま
だ
配
信
本
数
は
少
な
い
で

す
が
、
３
月
末
ま
で
絵
画
、

彫
刻
、
現
代
ア
ー
ト
な
ど
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
展
覧
会

を
配
信
す
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
新
た
な
ア
ー
ト
鑑
賞
ス
タ
イ
ル
に

　
兵
庫
県
公
館
（
迎
賓
館
）
で

開
い
て
き
た
「
伝
統
文
化
体
験

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
今
年
３

月
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

名
称
を
「
伝
統
文
化
ふ
れ
あ
い

広
場
」
と
改
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
催

し
ま
す
。

　
今
回
は
、
よ
り
多
様
性
に
対

応
し
た
案
内
表
示
や
、
各
体
験

ブ
ー
ス
で
伝
統
芸
能
の
解
説
動

画
を
観
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
新
し
い
時
代
に
向

け
た
芸
術
文
化
の
楽
し
み
方
も

実
践
し
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽

に
参
加
で
き
る
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
実

演
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

【
日
時
】
３
月
５
日
㈯
、
６
日

㈰
各
日
12
時
〜
16
時

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館
（
迎
賓
館
）

【
入
場
料
】
無
料
（
材
料
費
が
必

要
な
体
験
講
座
が
あ
り
ま
す
）

【
内
容
】

体
験
講
座
＝
箏
、
能
・
狂
言
、

日
本
舞
踊
、
ち
ぎ
り
絵
、
書
道
、

工
芸
、
俳
句
、
川
柳
、
い
け
ば

な
、
茶
道
、
三
味
線
な
ど
県
域

の
関
係
文
化
団
体
や
そ
の
推
薦

団
体
に
よ
る
体
験
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
（
１
階
大
会
議
室
）

＝
関
係
団
体
に
よ
る
民
謡
、
和

太
鼓
、
能
・
狂
言
、
邦
楽
、
日

本
舞
踊
の
実
演
や
、
今
年
度
の

ふ
る
さ
と
文
化
賞
受
賞
者
に
よ

る
公
演
を
鑑
賞
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
伝
統
文
化
学
び
塾

長
唄
コ
ー
ス
受
講
生
に
よ
る
成

果
発
表
も
行
わ
れ
ま
す
。

展
示
＝
ふ
る
さ
と
文
化
賞
受
賞

者
の
作
品
や
資
料
を
展
示
・
紹

介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化

振
興
部
☎
０
７
８
・
３
２
１
・

２
０
０
２

　
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
で
は

友
の
会
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
会
員
特
典
】
▼
文
化
情
報
紙

「
す
ず
か
け
」
を
毎
月
送
付
▼

各
事
業
参
加
費
の
割
引
（
ふ
る

さ
と
ウ
ォ
ー
ク

ほ
か
）
▼
兵

庫
県
生
活
文
化
大
学
（
神
戸
校

・
明
石
校
・
姫
路
校
）
の
受
講

料
を
割
引
▼
田
辺
眞
人
先
生
の

講
座
「
地
域
と
暮
ら
し
の
兵
庫

学
」
の
受
講
料
を
割
引
▼
新
進

芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
公
演
、

県
民
芸
術
劇
場
公
演
（
一
部
）

の
ご
招
待
・
割
引
▼
美
術
館
・

博
物
館
な
ど
の
入
館
料
を
割
引

（
兵
庫
県
立
美
術
館
、
横
尾
忠

則
現
代
美
術
館
、
兵
庫
県
立
考

古
博
物
館
、
兵
庫
陶
芸
美
術
館

ほ
か
）
▼
指
定
の
劇
場
・
公
演

の
チ
ケ
ッ
ト
あ
っ
せ
ん
▼
兵
庫

県
民
会
館
内
の
店
舗
（
カ
フ
ェ

・
理
容
）
、
横
尾
忠
則
現
代
美

術
館
の
カ
フ
ェ
で
の
割
引
▼
指

定
旅
行
代
理
店
の
企
画
旅
行
の

割
引
▼
指
定
の
ホ
テ
ル
（
宿
泊

・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
）
、
店
舗

（
書
道
用
具
・
画
材
）
で
の
優
待

オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
ア
ー
ト

を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
ポ

【
会
費
】
個
人
会
員

３
０
０
０
円
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
会
員
５
０
０

０
円
（
同
一
世
帯
２

人
）
、
団
体
会
員
１

０
０
０
０
円

【
会
員
の
期
間
】
令

和
４
年
４
月
１
日
〜

令
和
５
年
３
月
31
日

【
問
い
合
わ
せ
】
当

協
会
文
化
振
興
部
☎

０
７
８
・
３
２
１
・

２
０
０
２
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フ
ォ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル

メ
イ

ン
ホ
ー
ル
問
東
リ

い
た
み

ホ
ー
ル
☎
０
７
２
・
７
７
８

・
８
７
８
８

５
・
４
２
・
７
７
０
０

和
・
洋
の
一
流
演
奏
家
に
よ

る
饗
宴
~
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｔ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｏ
~

㊐
３
月
21
日
（
月
・
祝
）
○時

13
時
○料
一
般
３
０
０
０
円
、

大
学
生
以
下
１
０
０
０
円
○場

高
砂
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問iw
a
m

i1
2
2
7
h
ito

m
ijo

b

@
g
m

a
il.c

o
m

神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

・
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
の
夕
べ

地
中
海
の
風
~

㊐
３
月
５
日
㈯
○時
14
時
○料
２

０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円

増
）
全
席
自
由
○場
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
オ
ル
ビ
ス

ホ
ー
ル
問
神
戸
国
際
ス
テ
ー

ジ
サ
ー
ビ
ス
㈱
☎
０
７
８
・

２
３
０
・
３
３
１
０

十
川
尚
子
＆
裕
加

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

古
谷
光
広

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
＆
Ｐ

ｏ
ｐ
ｓ

コ
ン
サ
ー
ト

㊐
３
月
12
日
㈯
○時
13
時
30
分

○料
４
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

○場
あ
ま
し
ん
ア
ル
カ
イ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
オ
ク
ト
問
㈱
サ
ウ

ン
ド
ニ
ュ
ー
☎
０
６
・
６
４

３
８
・
０
２
０
８

箙
か
お
る

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

リ
サ
イ
タ
ル

㊐
３
月
13
日
㈰
○時
15
時
予
定

○料
４
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

○場
問
神
戸
三
宮
シ
ア
タ
ー
・

エ
ー
ト
ー
☎
０
７
８
・
２
３

１
・
０
０
１
１

鶴
澤
友
球

春
陽
公
演

義
太

夫
の
光

㊐
３
月
19
日
㈯
○時
13
時
○料
２

０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円

増
）
全
席
自
由
○場
淡
路
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
ホ
ー
ル
問
神
戸
国

際
ス
テ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
㈱
☎

０
７
８
・
２
３
０
・
３
３
１

０加
東
邦
楽
演
奏
会

㊐
３
月
20
日
㈰
○時
14
時
○料
５

０
０
円
（
全
席
自
由
）
＊
未

就
学
児
入
場
不
可
○場
問
加
東

市
や
し
ろ
国
際
学
習
塾

Ｌ
.

Ｏ
.
Ｃ
.

ホ
ー
ル
☎
０
７
９

　
当
協
会
で
は
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
社
会
に
つ
な
が
る
芸
術
文

化
活
動
の
支
援
の
た
め
、
兵

庫
県
ゆ
か
り
の
若
手
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
出
演
機
会
と
児
童

・
生
徒
・
学
生
の
鑑
賞
機
会

の
提
供
を
目
的
と
し
た
、
県

内
文
化
施
設
等
が
企
画
す
る

舞
台
公
演
に
対
し
、
経
費
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
月
、
３
月
に
行
わ
れ
る

公
演
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
◆
◇

真
冬
の
熱
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
~

中
村
翔
太
郎
と
Ｎ
響
の
ス
テ

キ
な
仲
間
た
ち

㊐
２
月
５
日
㈯
○時
14
時
○料
一

般
３
０
０
０
円
、
大
学
生
以

下
１
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

＊
未
就
学
児
入
場
不
可
○場
問

西
脇
市
立
音
楽
ホ
ー
ル
「
ア

ピ
カ
ホ
ー
ル
」
☎
０
７
９
５

・
２
３
・
９
０
０
０

関
典
子
ダ
ン
ス
公
演

牧
神

と
ニ
ン
フ
の
午
後

㊐
２
月
12
日
㈯
○時
19
時
○料
２

０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円

増
）
全
席
自
由
○場
伊
丹
ア
イ

近
松
門
左
衛
門
・
世
話
物
語

り
﹁
曽
根
崎
心
中
﹂

㊐
２
月
13
日
㈰
○時
14
時
○料
３

５
０
０
円
（
全
席
指
定
）
＊

未
就
学
児
入
場
不
可
○場
問
あ

ま
し
ん
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
オ
ク
ト
☎
０
６
・
６
４

８
７
・
０
９
１
０

バ
レ
エ
＆
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
¦

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
¦

㊐
２
月
19
日
㈯
○時
18
時
30
分

○料
２
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

＊
未
就
学
児
入
場
不
可
○場
問

東
灘
区
文
化
セ
ン
タ
ー
う
は

ら
ホ
ー
ル
☎
０
７
８
・
８
２

２
・
８
３
３
３

中
安
修
也
＆
大
西
隆
弘

ピ

ア
ノ

ジ
ョ
イ
ン
ト

リ
サ
イ

タ
ル

㊐
２
月
20
日
㈰
○時
14
時
○料
一

般
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

○場
問
西
脇
市
立
音
楽
ホ
ー
ル

「
ア
ピ
カ
ホ
ー
ル
」
☎
０
７

９
５
・
２
３
・
９
０
０
０

和
魂
洋
才
楽
団 O

to
 K

a
z
z
e
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令和3 年度

次世代応援舞台芸術支援事業

文化振興部

︵
公
財
︶
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
6
5
0
︲
0
0
1
1
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
︲
16
︲
3

お申し 込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　
０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXs
in

k
o
u
b
u
@

h
y
o
g
o
-a

rts
.o

r.jp

メ ール

https://hyogo-arts.or.jp

　
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
︱
県
民

文
化
普
及
事
業
が
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た

で
も
鑑
賞
で
き
ま
す
が
、
整

理
券
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ

【
場
所
】
西
脇
市
市
民
交
流

施
設
オ
リ
ナ
ス
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
西
脇
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
☎
０

７
９
５
・
２
２
・
５
９
９
６

▼
兵
庫
県
川
柳
祭

in

加
古

川
【
日
時
】
20
日
㈰
10
時
~
16

時
【
場
所
】
加
古
川
市
総
合
福

祉
会
館

【
入
場
料
】
無
料
（
受
付
終
了
）

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
川

柳
祭
加
古
川
市
実
行
委
員
会

☎

 
０
７
９
・
４
２
７
・
９
１

８
１

さ
い
。

▼
ひ
ょ
う
ご
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
１

【
日
時
】
27
日
㈰
11
時
~
16

時
30
分

【
場
所
】
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料
（
要
整
理
券
）

【
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ
う
ご

ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
２
１
姫
路
市
実
行
委
員
会

☎
０
７
９
・
２
２
１
・
２
０

９
８

▼
ひ
ょ
う
ご
民
俗
芸
能
祭

in

に
し
わ
き

【
日
時
】
27
日
㈰
13
時
~
16

時

ふれあいの祭典

県民文化普及事業

 2 月 の
イ ベント

　 ガイ ド

【
入
場
料
】
一
般
２
０
０
０
円
、

大
学
生
以
下
１
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
伊
藤
洸
明

（
御
室
流
）

  

3
　
月

　

Ｖ
ｏ
ｌ
.

45

中
嶋

弥
生

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
３
月
11
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

中
嶋
弥
生
、
ピ
ア
ノ
／
山
中

歩
夢

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
山
根
裕
子

（
真
生
流
）

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
兵
庫
県
民
会

館
１
階
フ
ロ
ン
ト
で
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。
当
協
会
友
の

会
会
員
は
入
場
料
が
１
割
引

に
な
り
ま
す
。
購
入
時
に
会

員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

  

2
　
月

　

Ｖ
ｏ
ｌ
.

44

和
田

友
紀
菜

　
ソ
プ
ラ
ノ

リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
２
月
25
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ソ
プ
ラ
ノ
／
和
田

友
紀
菜
、
ピ
ア
ノ
／
榎
本
優

人
【
予
定
曲
目
】
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
／
モ
テ
ッ
ト
「
踊
れ
、
喜

べ
、
幸
い
な
る
魂
よ
」
、
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
／
ま
す
、
野
薔

薇

ほ
か

中
嶋
弥
生
＝
芦
屋
市
出
身
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
院
を
経

て
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
リ
ス
ト

音
楽
院
（
政
府
奨
学
生
）
を
最

優
秀
で
修
了
。
バ
ル
ト
ー
ク

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
特
別
賞
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
市
立z

u
g
lo

i

管

弦
楽
団
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
者
を
経
て
２
０
１
８
年
帰

国
。
現
在
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
教

室
を
主
宰
し
な
が
ら
国
内
外

で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

【
予
定
曲
目
】
ブ
ラ
ー
ム
ス

／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ

第
１
番
「
雨
の
歌
」
ト
長
調

作
品
78
、
貴
志
康
一
／
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ

ニ
短
調

ほ
か

兵庫県民会館けんみんホールで開催

～新進芸術家に発表の場を!! ～

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト

リ サイタ ルシリ ーズリ サイタ ルシリ ーズ

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

３
月

中
嶋
弥
生
の
チ
ケ

ッ
ト
を
3
組
6
人
に
。

会
員
特
典

友
の
会
会
員
を
３
月
の

公
演
に
ご
招
待
。
５
組

10
人
に
。

☆
い
ず
れ
も
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
応
募

方
法
は
本
紙
３
面
。
２

月
15
日
㈫
必
着

和田 友紀菜

　
当
協
会
で
は
、
若
手
音
楽

家
へ
の
演
奏
機
会
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
県
民
の
皆
さ

ま
に
気
軽
に
音
楽
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
、
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
（
無
料
）
を
県
内

各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
民
会
館

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト     

毎
月
第
２（
８
月
の
み
第
３
）

土
曜
日
に
兵
庫
県
民
会
館
ロ

ビ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ふ
く
だ

む
ら
さ
き

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】
２
月
23
日
（
水
・
祝
）

14
時

【
場
所
】
西
脇
市
市
民
交
流

施
設
ロ
ビ
ー
（
オ
リ
ナ
ス
内
）

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

清
水
美
地
留
、
フ
ル
ー
ト
／

春
本
亜
美
、
ピ
ア
ノ
／
加
門

隆
太
朗

【
問
い
合
わ
せ
】
同
施
設
☎

 

０
７
９
５
・
２
４
・
３
０
１
０

２
月
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
情
報

２
月
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
情
報

【
日
時
】
２
月
12
日
㈯
14
時

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
１

階
ロ
ビ
ー

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

ふ
く
だ
む
ら
さ
き
、
ピ
ア
ノ

／
橋
詰
智
博

＊
い
け
ば
な
／
久
保
丹
啓
・

岡
島
眞
草
（
兵
庫
県
い
け
ば

な
協
会
／
草
月
流
）

【
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ
う
ご

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
☎

 

０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
５

県
内
芸
術
家

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
県
内
の
ホ
ー
ル
や
公
民
館

と
当
協
会
が
協
力
し
て
開
催

す
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

西
脇
市
市
民
交
流
施
設

　
ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

サ
ロ
ン
で
は
、
次
代
を
担
う

新
進
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な

ど
に
発
表
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
兵
庫
県
彫
刻
家

連
盟
会
員
に
よ
る
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
10
時
~
17
時

（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
階
特
別
展
示

室
（
兵
庫
県
民
会
館
）

【
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ
う
ご

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
☎

 

０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
５

新
進
・
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
の
育
成
・
支
援
事
業

兵
庫
県
彫
刻
家
連
盟
展

【
会
期
】
３
月
２
日
㈬
~
６

日
㈰
（
５
日
間
）

㊐
２
月
23
日

（

水
・

祝

）

○時
14
時
○料
一

般
３
０
０
０

円
、
高
校
生

以
下
１
５
０

０
円
（
全
席

自
由
）
○場
問

西
脇
市
立
音

楽
ホ
ー
ル
「
ア

ピ
カ
ホ
ー
ル
」

☎
０
７
９
５
・

２
３
・
９
０
０

０梨
谷
桃
子
ソ
プ

ラ
ノ
リ
サ
イ
タ

ル
~
イ
タ
リ
ア

1月に県民会館で行われた
ロビーコンサート の様子

春本 亜美 清水 美地留 加門 隆太朗

ル

大
ホ
ー
ル
問
（
一
社
）
神

戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
協

会
☎

 
０
９
０
・
９
６
１
３
・

６
２
６
８
（
冨
樫
）

第
81
回
定
期
演
奏
会

㊐
３
月
21
日
（
月
・
祝
）
○時

14
時
30
分
○料
３
０
０
０
円（
全

席
自
由
）
○場
神
戸
文
化
ホ
ー

中嶋 弥生

https://hyogo-arts.or.jp


㊐＝開催日、 ㊡＝休館日
○時 ＝開館時間、 ○料＝入場（ 館）料金
○内 ＝内容、 出＝出演者・ 団体
○場 ＝会場、 問＝問い合わせ先

兵庫県民アート ギャラリー
☎078・ 321・ 2131

物 情 報
イ ベント ガイ ド

催
☆ 記事中の「 友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。

割引は原則とし て本人のみ適用。

但馬但馬

丹波丹波

阪神北阪神北

阪神南阪神南

中播磨中播磨

淡路淡路

西播磨西播磨

東播磨東播磨

北播磨北播磨

神戸神戸

①希望プレゼント 名②希望枚数（ 2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メ ッ セージを明記し 、 ハ
ガキかFA Xで送付。

＊応募締切後に抽選。 当選者の発表は、 発送
をもってかえさ せていただきます。

＊応募者の個人情報の取り 扱いについては（ 公財）兵

庫県芸術文化協会で厳重に管理し 、 プレゼント の発

送・ 関連するお問い合わせのみに利用いたし ます。

プレゼント のご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3
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ひょう ごアーティ スト サロン
☎078・ 321・ 2005

13時～、 最終日は～16時◯料無料◯内洋画
約50点
■窪田和子 吉永典子 二人展〈 東館2
階〉 ㊐2月22日㈫～27日㈰◯時10時～17
時、 初日は13時～、 最終日は～16時◯料

無料◯内洋画約50点
■丹南精明園 作品展〈 本館障害者ア
ート ギャ ラ リ ー〉 ㊐3月31日㈭ま で ◯時

10時～18時、 最終日は～12時◯料無料◯内

書、 洋画約15点

■横尾忠則の恐怖の館
㊐2月27日㈰ま で ◯時10時～18時、 入場
は17時30分まで㊡月曜日◯料一般700円(
友の会会員は550円)、 大学生550円、 70
歳以上350円、 高校生以下無料※予約優
先制◯内都会ではあり えない深い闇や、 神
秘的な体験の数々が色濃く 反映さ れる
横尾の多彩な作品を通じ て、「 芸術」と「 恐
怖」 と の関係性について考察し ます。

神　 　 　 　 　 戸

■特別展「 光の芸術家 ゆる かわふう
の世界～宇宙（ そら ） の記憶～」

㊐3月27日㈰ま で ◯時10時～18時、 入館
は17時30分ま で ㊡月曜日(た だ し 祝日
の場合は翌平日) ◯料一般1000円(友の会
会員は800円)、 65歳以上・ 大学生500
円、 高校生以下無料◯内凹凸が彫ら れた
断熱材の背後から LED照明を あて、 光
の陰影のみで生き 物や風景を 描き 出す
現代アーティ スト ・ ゆる かわふう 。 高
さ 約1.8メ ート ル、 幅約5メ ート ルの大
き な作品を 中心に展示する 全国初の展
覧会で幻想的な光の世界を お楽し みく
ださ い。 ◯場問神戸フ ァ ッ ショ ン 美術館
☎ 078・ 858・ 0050

特別展　 大英博物館ミ イ ラ 展
古代エジプト 6つの物語

㊐2月5日㈯～5月8日㈰◯時9時30分～17
時30分、 金・ 土曜日は19時30分まで。
入場は閉館の30分前ま で ㊡月曜日(た
だ し 3月21日、 5月2日 は 開 館)、 3月22
日㈫◯料一般2000円(友の会会員は1700
円)、 大学生1000円、 高校生以下無料
※予約優先制◯内歴史の殿堂と し て知ら
れる イ ギリ スの大英博物館は、 古代エ
ジプト 文明の研究でも 世界を 牽引し て
き まし た。 本展は、 王家の所領を 管理
する 役人、 代々続く 名家の神官、 既婚
女性、 幼い子ども など年齢や性別、 職
業や暮ら し て いた時代も 様々な6体の
ミ イ ラ を 選り すぐ り 、 CTス キャ ン 画
像を も と にし た高精度の映像や、「 食」

「 健康」「 音楽」「 家族」 な ど のテ ーマ
に沿っ た展示物を 交え、 古代エジプト
人の生活や文化を 紹介し ます。 ◯場問神

主催者等の都合によ り 掲載内容が変更
さ れる 場合がございます。 お出かけの
際には各施設等へご確認く ださ い。

■ひょ う ごアーティ スト サロ ン 賞受賞
者記念展(平成28年～令和2年)〈 1階〉
㊐2月2日㈬～6日㈰◯時10時～17時、 最
終日は～16時◯料無料◯内洋画、 日本画、
写真、 彫刻、 書等約20点
■2022 ラ ・ イ ン 展〈 2階〉 ㊐2月8日㈫
～13日㈰◯時10時～18時、 最終日は～16
時◯料無料◯内洋画約100点
■グループ のん合同作品展in元町〈 2
階〉 ㊐2月10日㈭～12日㈯◯時10時～17
時、 初日は13時～、 最終日は～16時◯料

無料◯内墨絵約30点
■グラ スノ ッ ト ・ ステン ド グラ ス作品
展15〈 1階〉 ㊐2月18日㈮～21日㈪◯時10
時～19時、 初日は15時～、 最終日は～
16時◯料無料◯内ステン ド グラ ス約50点
■Eg g 展　 神戸芸術工科大学ア ート
・ ク ラ フ ト 学科3年生作品展〈 2階〉 ㊐
2月18日㈮～20日㈰◯時10時～18時、 最
終日は～16時◯料無料◯内ク ラ フ ト 約35点
■2021年度全日本写真連盟 兵庫県本
部委員入賞作品展/会員展/委員展〈 2
階〉 ㊐2月22日㈫～27日㈰◯時10時～17
時、 初日は13時～、 最終日は～15時◯料

無料◯内写真約450点
■松陶会 作陶展〈 2階〉 ㊐2月24日㈭
～28日㈪◯時10時～17時、初日は12時～、
最終日は～16時◯料無料◯内陶芸約50点

■兵庫県日本画家連盟選抜展
〈 1階サロ ン 内〉 ㊐2月1日㈫～3月31日
㈭◯時10時～17時、 最終日は～16時㊡水・
日曜日◯料無料◯内日本画家7人の作品展

原田の森ギャ ラリ ー
☎078・ 801・ 1591

■第5回こ う べ障がい者芸術フ ェ ス タ  
H U G + 展2021〈 本館2階〉 ㊐2月5日㈯
まで◯時10時30分～17時、 最終日は～14
時◯料無料◯内書、 洋画、 写真、 工芸、 デ
ザイ ン 、 その他約500点
■第95回国展写真部 選抜巡回展 in  神
戸〈 東館2階〉 ㊐2月1日㈫～6日㈰◯時10
時～17時、 初日は13時～、 最終日は～
15時◯料無料◯内写真約140点
■LIFEを 楽し む写真展〈 本館1階〉 ㊐
2月2日㈬～6日㈰◯時10時～18時(入場は
17時30分ま で)、 最終日は～15時◯料無
料◯内写真約100点
■第28回灘区シルバーアート 展〈 東館
1階〉㊐2月2日㈬～6日㈰◯時10時～17時、
最終日は～12時◯料無料◯内書、 洋画、 日
本画、 水墨画、 写真、 工芸、 デザイ ン 、
その他約50点
■カ オス2022 神戸芸術工科大学卒展 
[学部・ 大学院]〈 本館1・ 2階、 東館1
・ 2階〉 ㊐2月11日㈮～13日㈰◯時10時～
17時30分◯料無料◯内洋画、 工芸、 デザイ
ン 約250点
■第39回西日本書道展 第35回全九州
書道展〈 本館1階〉 ㊐2月18日㈮～20日
㈰◯時10時～17時、 最終日は～15時◯料無
料◯内書約200点
■第57回兵庫県書道展 (評議員・ 委員
の部、 準会員・ 公募の部、 無鑑査会員
・ 会員の部)〈 本館1・ 2階〉 ㊐2月19日
㈯～3月6日㈰◯時10時～17時、 2月19日
・ 2月24日・ 3月1日・ 3月4日は13時～、
最終日は～16時◯料無料◯内書約1500点
■第64回新協神戸展〈 東館1階〉 ㊐2月
22日㈫～27日㈰◯時10時～17時、 初日は

横尾忠則現代美術館
☎078・ 855・ 5607

兵庫県民アート ギャラリー
☎078・ 321・ 2131

㊐2月27日㈰ま で ◯時10時～18時、 入館
は17時30分まで㊡月曜日◯料一般600円(
友の会会員は500円)、 70歳以上300円、
大学生500円、 高校生以下無料◯内江戸
中期から 続く 京都の陶家・ 清水六兵衞
家の当代、 八代清水六兵衞氏。 建築学
を 学んだ経験を 活かし 、 設計図に合わ
せて土の板を 切り 、 パーツ を 結合さ せ
た構築的な造形に、 焼成によ る 歪みを
意図的に取り 入れた大型作品などを 紹
介し ます。 特別展「 やき も のの模様―
動植物を 中心に―」が同時開催中です。
◯場問兵庫陶芸美術館☎ 079・ 597・ 3961

淡　 　 　 　 　 路

■夢の競演シ リ ーズ　 Ｎ 響の弦が歌
い、 人形が踊る ―N H K 交響楽団弦楽
三重奏と 淡路人形浄瑠璃―
㊐3月13日 ㈰ ◯時14時 ◯料A席4000円、 B席
3000円、 C席2000円(当日各1割増)全席
指定◯内“ 夢の競演”シリ ーズの第二弾。
日本を 代表する オーケス ト ラ ・ NHK交
響楽団の弦楽器の名手3人を 招き 、 和
洋の芸術文化の魅力を 全国に発信し ま
す。〔 第1部〕 淡路人形座/壺坂観音霊
験記 沢市内よ り 山の段、〔 第2部〕 NHK
交響楽団弦楽三重奏/モ ーツ ァ ルト 作
曲　 弦楽三重奏曲 ディ ヴェ ルテ ィ メ
ン ト  K.563 ほか◯場洲本市文化体育館文
化ホールし ばえも ん座問淡路人形座☎ 
0799・ 52・ 0260

県　 　 　 外（ 大阪）

大阪中之島美術館開館記念
「 Hello!  Super Collect i on 超コ レ ク

ショ ン 展 ―99のも のがたり ―」

㊐2月2日 ㈬ ～3月21日(月・ 祝)◯時10時
～17時、 入館は16時30分まで㊡月曜日
(3月21日は開館)◯料一般1500円、 大高
生1100円、 中学生以下無料※日時指定
事前予約優先制◯内1983年に構想が発表
さ れてから 約40年。 待望のオープニン
グと なる 本展では、 こ れまでに収蔵し
た6000点を 超える コ レ ク ショ ン から 約
400点の代表的な 作品を 選び一堂に公
開し ます。 三つの章によ り 当館の収集
活動を 紹介し 、 国内第一級の質を 誇る
コ レ ク ショ ン について存分にご堪能い
ただける 展覧会です。 ◯場問大阪中之島
美術館☎ 06・ 6479・ 0550★2組4人に。
14日㈪必着

第8 回日展大阪展
㊐2月26日㈯～3月21日( 月 ･ 祝) ◯時

9時30分～17時､ 入館は16時30分ま で
㊡月曜日( 3月21日は開館) ◯料一般1100
円､ 高大生700円､ 中学生以下無料◯内

日展は､ 明治40年に文部省美術展覧会
と し て始まっ た日本で最も 歴史と 伝統
のある 公募展です。 日本画・ 洋画・ 彫
刻・ 工芸美術・ 書の5部門の、 日本の
美術界を 代表する 作家たち の渾身の最
新作が集結する エネルギーに満ち た会
場で、 新たな日本の美術、 日本の美の
いまを 体感く ださ い。 ◯場大阪市立美術
館(天王寺公園内)問☎06 ･ 4301 ･ 7285
( 大阪市総合コ ールセン タ ーな にわコ
ール★10組20人に｡ 14日㈪必着

戸市立博物館☎ 078・ 391・ 0035★2組
4人に。 14日㈪必着

阪 神 南・ 北

コ レ ク ショ ン ・ 五題
≪特集展示≫西宮の日本画家 生

誕130年 寺島紫明
㊐3月13日㈰まで
◯時10時 ～17時、
入館は16時30分
まで㊡水曜日(た
だし 祝日の場合
は 翌 平 日)◯料 一
般1000円(友の会
会 員 は800円)、
大 高 生500円、
中 小 生300円 ◯内

同館所蔵品を 一
堂に展示する 展
覧会。 恒例の近
代日本画コ レ ク
シ ョ ン のほか、
昨年度の新収蔵
作品と 関連する
作 品、 生 誕130

年を 迎え る 西宮ゆかり の日本画家・
寺島紫明の特集展示な ど 、 5つのテ ー
マ［ 五題］ に 沿っ て 紹介し ま す。 ◯場

問西宮市大谷記念美術館☎ 0798・ 33
・ 0164★5組10人に。 14日㈪必着

中・ 西 播 磨

■県民芸術劇場 11ぴき のねこ ふく ろ
のなか
㊐2月20日㈰◯時14時◯料一般1000円、 小
学生以下500円(当日各500円増) 全席指
定＊1歳以上要入場券出人形劇団ク ラ
ルテ ◯場 問丸尾建築あすかホール☎ 079
・ 277・ 2300
■特別展「 播磨の前方後円墳～古墳
から みた王の時代～」
㊐3月14日㈪ま で ◯時10時～16時、 入館
は15時30分まで㊡火曜日◯料無料◯内古墳
時代(およ そ3世紀から 7世紀)に日本列
島各地で 盛んに築かれた 前方後円墳
は、 当時の権力者、「 王」 の墓で す。
播磨地域で も 多く の前方後円墳が築
かれて いま すが、 時代や場所に よ り
際立っ た特徴がみら れ、 当時の「 王」
の盛衰や播磨の歴史を 知る こ と がで
き ま す。 本展で は、 播磨各地の主要
な 前方後円墳の出土遺物を 一堂に展
示し 、 古墳時代の播磨地域の歴史を
紹介し ます。 ◯場問赤穂市立有年考古館
☎ 0791・ 49・ 3488

但　 　 　 　 　 馬

■ミ ニ企画展「 妖怪を見てみよう かい」
㊐4月26日㈫まで◯時9時～17時、 入館は
16時30分まで㊡水曜日(ただし 祝日の場
合は翌平日) ◯料ミ ニ 企画展のみの観覧
は無料◯内妖怪を 記し た古文書や豊岡市
内に伝わる 妖怪の言い伝えを 紹介し ま
す。 3月20日㈰、 27日㈰に妖怪をテーマ
にし た落語と 講演「 妖怪寄席」 が開催
さ れます(各日10時～、無料、要予約、先着
順)。 ◯場 問豊岡市立歴史博物館－但馬
国府・ 国分寺館－☎ 0796・ 42・ 6111

丹　 　 　 　 　 波

■2021年度著名作家招聘事業×テ ー
マ 展「 八代 清水六兵衞展―陶を 構築
する ―」

寺島紫明《 夕月》1916年
大関株式会社蔵

ジェドバステト イウエフアンクのカノポス壺
前3 8 0 ～前3 4 3 年頃 大英博物館

© The Trustees of the British Museum

《 光のもとで》 2018 年

佐伯祐三 《郵便配達夫》 
1928 年 大阪中之島美術館

八代 清水六兵衞 輝白陶姿
24-B 2012 年
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ほ
か

【
出
演
】
ギ
タ
ー
／
荘
村
清

志
、
福
田
進
一
、
鈴
木
大
介
、

大
萩
康
司

【
日
時
】
６
月
19
日
㈰
14
時

【
場
所
】
神
戸
女
学
院 

小
ホ

ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
５
０
０
０

円
、
Ｂ
席
４
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

　
明
治
以
降
、
突
然
猛
威
を

振
る
い
、
昭
和
初
期
に
至
る

ま
で
年
間
１
万
人
以
上
の
死

者
を
出
す
ほ
ど
流
行
し
た
近

代
日
本
最
悪
の
病
「
脚
気
」。

人
々
は
原
因
究
明
に
奔
走
す

る
。
陸
軍
医
・
森
林
太
郎
の

ち
の
大
作
家
・
森
鷗
外
を
終

生
悩
ま
せ
た
の
も
、
こ
の
謎
の

病
だ
っ
た
。
い
か
に
し
て
彼
ら

は
病
に
対
峙
し
た
の
か
︱

？

　
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
員
と
関
西

演
劇
界
で
活
躍
す
る
俳
優
も

加
え
、
総
勢
21
名
で
描
く
歴

史
群
像
劇
。

　
森
林
太
郎
は
、
昨
秋
、
兵

庫
県
芸
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
、

活
躍
目
覚
ま
し
い
ピ
ッ
コ
ロ

劇
団
員
の
三
坂
賢
二
郎
が
演

じ
ま
す
。

【
作
・
演
出
】
Ｇ
２

【
出
演
】〈
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
員
〉

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
な
ん

と
！
２
０
２
１
年
シ
ョ
パ
ン

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
・

セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
素
晴
ら

し
い
演
奏
を
披
露
し
、
今
最

も
注
目
を
集
め
る
若
手
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
一
人
、
古
海
行
子

さ
ん
で
す
。

　
ワ
ク
ワ
ク
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
70
分
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

ご
家
族
と
、
お
友
達
と
、
春

休
み
の
思
い
出
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
！

【
曲
目
】
シ
ョ
パ
ン
／
ピ
ア

ノ
協
奏
曲 

第
１
番
よ
り
第

桂 吉弥

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
、

セ
ッ
ト
券
（
一
般
＋
高
校
生
以

下
）３
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　
　
ピ
ッ
コ
ロ
寄
席

子
ど
も
と
楽
し
む
落
語
会

　
日
本
の
文
化
、
習
慣
、
庶

民
の
情
や
知
恵
を
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
描
く
落
語
の
世
界
。
お

囃
子
に
つ
い
て
の
解
説
も
あ

り
、落
語
初
心
者
は
も
ち
ろ
ん
、

精
通
し
た
方
に
も
好
評
で
す
。

【
出
演
・
演
目
】
桂
吉
弥
「
皿

屋
敷
」
、
桂
そ
う
ば
「
動
物

園
」
、
桂
米
輝
「
長
短
」
、
お

囃
子
解
説

【
日
時
】
３
月
13
日
㈰
14
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー 

大
ホ
ー
ル

三坂 賢二郎
（ 森 林太郎）

古海 行子

岩村 力オッタビアーノ・ クリスト ーフォリ

Ⓒ RIN Z OⒸ RIN Z O

【
入
場
料
】
一
般
２
５
０
０
円
、

お囃子解説（ 2021年3月）

Ｐ Ａ Ｃ ブラス・ セクショ ン

を
広
げ
て
い
ま
す
。
今
回
の

公
演
で
は
ロ
ッ
シ
ー
ニ
「
セ

ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
序
曲

や
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
運
命
の
力
」

序
曲
と
い
っ
た
、
イ
タ
リ
ア

　
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え

る
の
は
、
元
Ｐ
Ａ
Ｃ
コ
ア
メ

ン
バ
ー
の
オ
ッ
タ
ビ
ア
ー
ノ

・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
リ
。
現

在
は
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽
団
に
ソ
ロ
・
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
奏
者
と
し
て
在
籍

す
る
一
方
、
ジ
ャ
ズ
と
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
ト
ッ
プ
奏
者
達
で

結
成
し
た
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
「
侍
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る

な
ど
、
多
方
面
に
活
動
の
場

　
今
シ
ー
ズ
ン
も
お
待
ち
か

ね
、
室
内
楽
シ
リ
ー
ズ
の
第

１
弾
！ 

今
回
は
煌
び
や
か

な
金
管
楽
器
の
音
色
を
存
分

に
楽
し
め
る
〈
パ
ッ
ク
・
ブ

ラ
ス
！
〉
で
す
。

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団 

室
内
楽
シ
リ
ー
ズ
70

Ｐ
Ａ
Ｃ 

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ
！ 

（
パ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ス
）

荘
村
清
志
・
福
田
進
一
・
鈴
木
大
介
・
大
萩
康
司

Ｄ
Ｕ
Ｏ
×
Ｄ
Ｕ
Ｏ

配
信
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
視
聴
料
】
２
０
０
０
円

【
申
込
期
限
】
２
月
28
日
㈪

【
配
信
期
限
】
３
月
31
日
㈭

【
申
込
み
】
下
記
コ

ー
ド
か
ら
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

《
ご
報
告
と
お
知
ら
せ
》

　
昨
年
10
月
に
上
演
し
た
、

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
第
71
回
公
演

『
い
ら
な
い
も
の
だ
け
手
に
入
る
』

（
作
・
演
出
＝
土
田
英
生
〈
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
〉）
が
、令
和
３
年
度
（
第

76
回
）
文
化
庁
芸
術
祭
賞
大

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
作
品
は
、
現
在
、

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団 

特
別
演
奏
会

Ｐ
Ａ
Ｃ
春
休
み
ワ
ク
ワ
ク 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

Ⓒ N a oy a s u  U em a

Ⓒ山本 成雄Ⓒ山本 成雄

チケッ ト を 購入さ れる お客様へ

新型コロナウイルス感染防止対策にご理解と
ご協力をお願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場でき

ません（ マウスシールド 不可）。 
※平熱より1℃以上、もしく は37.5℃以上の発熱

がある方は入場をお断りさせていただきます。 
※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣席を

空けない配席で販売します。
※来場者情報を把握するため、 芸術文化セン

ターでのチケット のご購入は芸術文化セン
ター先行予約会員の登録（ 無料）が必要です。  
お一人様 2 枚（ 4/2 ㈯「 PAC 春休みワクワ
ク オーケストラ・ コンサート」 は 4 枚） までと
させていただきます。

※掲載の情報は、やむを得ない事情により、中
止・ 変更になる場合がございます。最新の情
報につきましては、当センターウェブサイト 等
をご確認ください。

※公演が中止・ 延期になった場合、購入者の方
には、先行予約会員に登録されているメール
アドレスに、メールでお知らせいたします。

19
日
㈯
発
売

３
楽
章
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
／
組
曲
「
く
る
み
割
り
人

形
」 

ほ
か

【
出
演
】
指
揮
／
岩
村 

力
（
Ｐ

Ａ
Ｃ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
）
、
ピ
ア
ノ
／
古
海

行
子
、
管
弦
楽
／
兵
庫
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団

【
日
時
】
４
月
２
日
㈯
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
大
人
（
高
校
生
以

上
）
２
０
０
０
円
、
小
中
学

生
１
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

が
誇
る
オ
ペ
ラ
の
名
曲
を
お

届
け
し
ま
す
！

【
曲
目
】
ロ
ッ
シ
ー
ニ
／
「
セ

ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
序
曲
、

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
／
「
運
命
の
力
」

序
曲 

ほ
か

【
特
別
ゲ
ス
ト
】
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
・
指
揮
／
オ
ッ
タ
ビ
ア

ー
ノ
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
リ

【
出
演
】
室
内
楽
団
／
Ｐ
Ａ

Ｃ
ブ
ラ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン

【
日
時
】
４
月
23
㈯
14
時

【
場
所
】
神
戸
女
学
院 

小
ホ

ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
３
０
０
０

円
、
Ｂ
席
２
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

　
江
戸
川
乱
歩
に
よ
る
極
彩

色
の
迷
宮
世
界
を
踏
襲
し
な

が
ら
も
、
気
鋭
の
劇
作
家
／

演
出
家
・
倉
持 

裕 

が
全
く

新
た
な
物
語
で
稀
代
の
悪
女

・
お
勢
を
描
き
だ
す
。
２
０

２
０
年
の
全
公
演
中
止
を
経

て
、
待
望
の
上
演
決
定
！

　
目
ま
ぐ
る
し
く
展
開
す
る

人
間
模
様
の
中
、
正
義
と
悪

の
暴
力
に
つ
い
て
、
時
に
ユ

ー
モ
ア
を
、
時
に
背
筋
が
凍

る
よ
う
な
恐
ろ
し
さ
を
交
え

つ
つ
、
倉
持
独
自
の
感
性
で

紡
が
れ
る
新
た
な
ス
ト
ー
リ

ー
の
も
と
、
個
性
豊
か
で
チ

ャ
ー
ミ
ン
グ
な
俳
優
た
ち

が
、
乱
歩
的
迷
宮
を
駆
け
巡

る
新
作
現
代
演
劇
。
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
原
案
】
江
戸
川
乱
歩

【
作
・
演
出
】
倉
持 

裕

倉科 カナ

福本 莉子

お
勢
、
断
行

【
音
楽
】
斎
藤
ネ
コ

【
出
演
】
倉
科
カ
ナ
、
福
本

莉
子
、
江
口
の
り
こ
、
池
谷

の
ぶ
え
、
堀
井
新
太
、
粕
谷

吉
洋
、
千
葉
雅
子
、
大
空
ゆ

う
ひ
、
正
名
僕
蔵
、
梶
原 

善
【
日
時
】
５
月
28
日
㈯
12
時

・
17
時
、
29
日
㈰
12
時

【
場
所
】
阪
急 .

中
ホ
ー
ル（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
７
５
０
０

円
、
Ｂ
席
５
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

福田 進一

Ⓒ Ta k a nor i Is h iiⒸ Ta k a nor i Is h ii

大萩 康司

Ⓒ Ta k a nor i Is h iiⒸ Ta k a nor i Is h ii

荘村 清志

Ⓒ Ta k a no r i Is h iiⒸ Ta k a no r i Is h ii

鈴木 大介

Ⓒ Ta k a no r i Is h iiⒸ Ta k a no r i Is h ii



毎月 1 回 1 日発行すずかけ・ 2 月号⑸　 令和 4 年 2 月 1 日

　 みなさ まのご意見、 ご感想をお寄せ
く ださ い。（ なお、ご趣旨に沿っ て、文章
を修正さ せていただく こと があり ます）
★ 〒650-0011 神戸市中央区下山手通

4-16-3（ 公財) 兵庫県芸術文化協会
「 すずかけ」 係へ。

FAX、 eメ ール可★FAX078·321·2139
eメ ール：  sinkoubu@ hyogo-arts.or.jp

◆
自
分
に
行
け
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
と
「
ひ
ょ
う
ご
の
国
宝
・

重
文
そ
ぞ
ろ
歩
き
」
を
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
１
月

号
で
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
飛
来
池
と

し
て
紹
介
の
豊
倉
町
は
、
昭
和

20
年
３
月
大
阪
大
空
襲
で
焼
け

出
さ
れ
、
母
と
妹
と
３
人
で
疎

開
し
た
場
所
で
す
。
当
時
は
加

西
郡
富
合
町
豊
倉
。
小
学
１
年

生
ま
で
の
３
年
間
の
生
活
で
し

た
が
、
何
か
こ
と
あ
る
ご
と
に

思
い
出
す
鮮
烈
な
記
憶
で
す
。

元
気
な
う
ち
に
一
乗
寺
を
訪

れ
、
豊
倉
町
へ
も
足
を
延
ば
し

て
み
た
い
で
す
。
（
神
戸
市
・

ひょ う ご演劇祭

Ｍ
）

◆
１
月
号
の
「
こ
だ
ま
」
文
中
、

「
一
瞬
の
美
し
い
時
間
は
永
遠

の
記
憶
に
な
る
」
は
本
当
で
す

ね
。
私
も
恩
師
の
言
葉
が
50
年

余
り
記
憶
に
残
り
、
困
っ
た
時

は
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
赤

穂
市
・
Ｍ
）

◆
あ
る
晴
れ
た
気
持
ち
の
良
い

日
。
「C

afé

は
あ
と
す
。
」
で
お

弁
当
を
購
入
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
間
に
合
い
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
県
公
館

の
ベ
ン
チ
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
と
き
私
は
県
民
会
館

が
大
好
き
な
場
所
な
の
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。
（
芦
屋
市
・
Ｓ
）

★
お
弁
当
は
当
協
会
職
員
も
早

く
買
い
に
行
か
な
い
と
無
く
な

る
こ
と
も
あ
る
人
気
商
品
の
よ

う
で
す
。
カ
レ
ー
や
ホ
ッ
ト
サ

ン
ド
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
カ
フ

ェ
通
常
メ
ニ
ュ
ー
は
友
の
会
会

員
証
の
提
示
で
50
円
引
き
に
な

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
（
編
集
部
）

師
弟
で
栄
え
あ
る
文
化
賞
受
賞

第290回

令
和
３
年
度
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者

書
家

田た

な

か中

徹て

つ

お夫
さ
ん

素
顔
拝
見

　
黒
田
賢
一
氏
（
74
）
（
日

本
芸
術
院
会
員
）
に
師
事
し

本
格
的
に
書
の
研け

ん
さ
ん鑽

に
励
み

続
け
て
45
年
。
師
弟
で
の
文

化
賞
受
賞
者
と
な
っ
た
田
中

さ
ん
。
古
典
研
究
で
得
た
骨

格
の
強
さ
を
根
底
に
現
代
性

を
加
味
し
た
独
自
の
美
し
い

大
字
か
な
作
品
は
現
代
書
壇

の
最
高
峰
と
さ
れ
る
日
展
で

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
日
展
会
員
の
ほ
か
、
読

売
書
法
会
常
任
理
事
、
日
本

書
芸
院
常
務
理
事
、
全
国
書

美
術
振
興
会
理
事
な
ど
全
国

的
な
書
道
団
体
の
要
職
を
務

め
る
一
方
、
兵
庫
県
で
は
昨

年
度
か
ら
兵
庫
県
書
作
家
協

の
運
命
的
な

出
会
い
が
人

生
最
大
の
転

機

と

な

っ

た
。
黒
田
氏

美
術
館
で
開
か
れ
る

第
８
回
日
展
大
阪
展

で
観
覧
で
き
る
。
文

化
賞
受
賞
に
田
中
さ

ん
は
「
受
賞
者
は

錚そ
う
そ
う々

た
る
方
ば
か

り
。
文
化
賞
へ
の
意

識
は
全
く
な
か
っ
た

の
で
青
天
の
霹へ

き
れ
き靂

で

し
た
。
黒
田
先
生
か

ら
『
よ
か
っ
た
ね
』

会
会
長
と
し
て
書
道
文
化
の

発
展
に
貢
献
。
本
県
書
道
界

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

わ
れ
る
存
在
だ
。

　
兵
庫
県
た
つ
の
市
出
身
。

３
歳
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

父
親
に
書
と
柔
道
を
教
わ
っ

た
。
書
は
左
き
き
を
直
す
た

め
だ
っ
た
。
東
京
の
専
修
大

学
経
済
学
部
時
代
、
書
が
恋

し
く
な
り
町
の
書
道
教
室
に

通
い
漢
字
を
学
習
。
大
学
卒

業
後
、
会
社
勤
め
を
経
て
帰

郷
し
、
書
塾
を
開
き
書
で
や

っ

て

行

こ

う

と

決

め

た

１
９
７
７
年
、
25
歳
の
秋
。

父
の
薦
め
に
よ
る
黒
田
氏
と

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
も
温

か
い
指
導
を
仰
ぐ
な
ど
し
て

い
ま
す
」
。
語
り
口
に
強
い

絆き
ず
なが

感
じ
ら
れ
た
。
現
在
、

黒
田
氏
は
日
展
副
理
事
長
、

書
道
研
究
団
体
正
筆
会
会
長

な
ど
を
務
め
る
〝
大
御
所
〞
。

２
０
０
３
年
に
兵
庫
県
文
化

賞
を
受
賞
。

　
「
私
は
不
器
用
で
努
力
家
」

と
田
中
さ
ん
。
当
時
は
元
気

で
一
日
８
〜
10
時
間
は
筆
を

持
ち
、
1
カ
月
に
何
百
枚
も

書
い
た
。
「
人
の
倍
書
く
こ

と
を
目
標
に
死
に
物
狂
い
で

頑
張
り
ま
し
た
が
、
思
い
通

り
に
書
け
る
の
は
百
の
う
ち

一
つ
あ
る
か
な
い
か
で
す
」
。

専
門
は
師
と
同
じ
「
か
な

書
」
。
か
な
古
典
は
伝
紀
貫

之
筆
の
寸

す
ん
し
ょ
う
あ
ん

松
庵
色
紙
、
漢
字

の

古

典

は

王お

う

ぎ

し

義

之

筆

の

集し
ゅ
う
じ
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
じ
ょ

字
聖
教
序
な
ど
を
中
心
に

研
究
し
た
。

　
「
書
は
線
の
芸
術
。
か
な

　 正筆会副理事長、 景水
会主宰。 1994年読売書法
展 読売新聞社賞。 95、 96
年日本書芸院展 史邑賞、
半どんの会文化賞、 2007、
10年日展で特選受賞、 日展
審査員を経て15年より日展
会員、 18年大阪府知事表
彰、19年日展会員賞受賞。
各書道教室で後進指導も。
たつの市在住、 69歳。

は
余
白
が
い
か
に
美
し
い
か

が
す
べ
て
だ
」
と
田
中
さ
ん

は
き
っ
ぱ
り
。
さ
ら
に
「
得

意
で
自
信
が
あ
る
の
は
大
字

か
な
。
か
な
は
画
数
が
少
な

い
の
で
一
本
一
本
の
線
に
こ

だ
わ
っ
て
書
い
て
い
ま
す
。

写
真
の
大
字
か
な
の
作
品
を

見
て
下
さ
い
。
余
白
の
美
し

さ
を
追
求
、
墨
の
塊

か
た
ま
りと

か
す

れ
で
立
体
感
を
出
す
こ
と
を

主
眼
に
し
半
年
か
け
て
書
き

あ
げ
ま
し
た
」
。
こ
の
作
品

は
２
月
26
日
か
ら
大
阪
市
立

と
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
感
動
し
ま
し
た
。
今
後
は

書
道
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
と

も
に
、
温
か
さ
が
あ
る
、
見

た
人
の
気
が
休
ま
る
よ
う
な

書
を
目
指
し
ま
す
」
。
２
月

19
日
か
ら
兵
庫
県
書
作
家
協

会
な
ど
主
催
の
第
57
回
兵
庫

県
書
道
展
が
神
戸
市
・
原
田

の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
予
定
。

同
協
会
最
大
規
模
の
書
道

展
。
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染

対
策
を
徹
底
さ
せ
、
ぜ
ひ
と

も
開
き
た
い
」
と
田
中
さ
ん
。

たつの市龍野町の自宅アト リ エ
で創作に励む田中さ ん

（ 公益社団法人日展　 提供）

2021年の第８ 回日展
に出品し た田中さ ん
の新作「 秋風」（ 万
葉集から ） 縦70㎝×
横225㎝

は
当
時
、
姫
路
市
在
住
の
31

歳
。
最
初
は
断
ら
れ
た
が
熱

意
が
通
じ
て
通
い
弟
子
に
。

田
中
さ
ん
は
熱
っ
ぽ
く
語
っ

た
。

　
「
先
生
に
は
書
の
技
術
か

ら
生
活
、
書
家
の
根
幹
な
ど

す
べ
て
を
指
導
し
て
頂
き
ま

し
た
。
先
生
は
天
才
肌
で
書

に
対
し
て
純
粋
、
や
さ
し
く

思
い
や
り
あ
る
人
柄
も
魅

力
。
先
生
に
め
ぐ
り
会
っ
て

い
な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
来
ら

　
　
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

県
民
文
化
普
及
事
業

          

実
施
レ
ポ
ー
ト

              

（
８
・
９
・
10
月
開
催
イ
ベ
ン
ト
）

　
　
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

　
　
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

　
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
―
県
民

文
化
普
及
事
業
」
は
今
年
度
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
を
行
い
実
施
し
ま
し
た
。

　
や
む
な
く
中
止
に
な
っ
た
イ

ベ
ン
ト
が
相
次
い
だ
昨
年
度
で

し
た
が
、
今
年
度
は
開
催
出
来

る
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
全
17
事
業

が
開
催
（
今
月
開
催
予
定
の
３

事
業
を
含
む
。
開
催
内
容
の
詳

細
は
２
面
掲
載
）
。

　
実
施
済
み
の
事
業
に
つ
い
て

順
次
紙
面
で
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

8
月
開
催
イ
ベ
ン
ト

◆
ひ
ょ
う
ご
演
劇
祭

【
開
催
日
】
８
月
21
日
㈯

【
会
場
】
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー

阪
急
中
ホ
ー
ル

【
内
容
】
劇
団
自
由
人
会
に
よ

る
「
う
ち
へ
帰
ろ
う
（
脚
本
・

演
出
／
ふ
る
か
わ
照
）
」
が
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
出
演
者
８
人
。

9
月
開
催
イ
ベ
ン
ト

◆
兵
庫
県
交
響
楽
祭

【
開
催
日
】
９
月
12
日
㈰

【
会
場
】
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大
ホ

ー
ル

【
内
容
】
県
内
で
活
躍
す
る
ア

マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
弦

楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
日
頃
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
５
団
体

出
演
。

◆
ひ
ょ
う
ご
邦
楽
の
祭
典

【
開
催
日
】
９
月
26
日
㈰

【
会
場
】
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー

阪
急
中
ホ
ー
ル

【
内
容
】
県
内
の
邦
楽
愛
好
家

に
よ
る
演
奏
と
、
伝
統
文
化

学
び
塾
の
「
一
絃
須
磨
琴
コ
ー

ス
」
と
「
箏
コ
ー
ス
」
受
講
生

の
成
果
発
表
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
９
団
体
出
演
。

10
月
開
催
イ
ベ
ン
ト

◆
ひ
ょ
う
ご
名
流
舞
踊
の
会

【
開
催
日
】
10
月
３
日
㈰

【
会
場
】
神
戸
国
際
会
館
こ
く

さ
い
ホ
ー
ル

【
内
容
】
県
内
を
中
心
に
活
動

す
る
日
本
舞
踊
家
に
よ
る
舞
踊

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県

舞
踊
文
化
協
会
会
員
、
会
所
属

の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
出

演
、
17
番
組
。

◆
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご

【
開
催
日
】
10
月
３
日
㈰

【
会
場
】
神
戸
市
教
育
会
館
大

ホ
ー
ル

【
内
容
】
Ｈ
氏
賞
を
初
め
三
好

達
治
賞
な
ど
数
々
の
受
賞
歴
の

あ
る
詩
人
・
高
階
杞
一
さ
ん
に

よ
る
講
演
「
詩
と
は
何
か
」
と
、

公
募
し
た
自
作
詩
の
朗
読
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
朗
読
者
14
人
。

◆
ひ
ょ
う
ご
日
本
民
謡
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

【
開
催
日
】
10
月
９
日
㈯

【
会
場
】
新
長
田
ピ
フ
レ
ホ
ー

ル
【
内
容
】
県
内
の
民
謡
・
民
舞

の
会
の
成
果
発
表
と
、
ゲ
ス
ト

・
水
野
咲
子
さ
ん
の
公
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
19
団
体
の
ほ
か
、

個
人
出
演
10
人
。

◆
兵
庫
県
い
け
ば
な
展
（
神
戸

展
）

【
開
催
日
】
10
月
14
日
㈭
〜
19

日
㈫

【
会
場
】
大
丸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〈
神
戸
〉

【
内
容
】
兵
庫
県
い
け
ば
な
協

会
役
員
会
員
１
５
１
人
、
１
１

５
作
品
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

◆
ひ
ょ
う
ご
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

【
開
催
日
】
10
月
30
日
㈯

【
会
場
】
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大
ホ

ー
ル

【
内
容
】
兵
庫
県
洋
舞
家
協
会

理
事
・
泉
ポ
ー
ル
さ
ん
構
成
・

振
付
に
よ
る
「
く
る
み
割
り
人

形
」
全
幕
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

15
団
体
出
演
。

◆
ひ
ょ
う
ご
吟
剣
詩
舞
道
祭

【
開
催
日
】
10
月
31
日
㈰

【
会
場
】
尼
崎
市
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
ホ
ー
ル

【
内
容
】
兵
庫
県
吟
剣
詩
舞
道

総
連
盟
、
兵
庫
県
吟
詠
連
盟
に

加
入
の
20
団
体
が
吟
剣
詩
舞
道

を
披
露
し
ま
し
た
。

兵庫県交響楽祭

ひょ う ご邦楽の祭典

ひょ う ご名流舞踊の会

詩のフ ェ スタ ひょ う ご

ひょうご日本民謡フェスティ バル

兵庫県いけばな展（ 神戸展）

ひょ う ご洋舞フ ェ スティ バル

ひょ う ご吟剣詩舞道祭

mailto:sinkoubu@hyogo-arts.or.jp
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設
計
は
旧
逓
信
省
技
師
、

上う
え

浪な
み

朗
あ
き
ら

（
１
８
９
７
︱
１

９
７
５
）
だ
。

　
外
壁
に
、
細
い
溝
の
模

　
昼
食
は
、
芦
屋
モ
ノ
リ
ス

の
ラ
ン
チ
「
季
節
の
コ
ー
ス
」

（
税
込
み
２
５
０
０
円
）
に

し
た
。
生
ハ
ム
と
白
肝
の
ム

ー
ス
な
ど
の
前
菜
、
ニ
ン
ジ

ン
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
、

主
菜
は
マ
ダ
イ
の
ポ
ワ
レ
、

ほ
か
に
自
家
製
の
パ
ン
な
ど

だ
。
お
い
し
く
食
し
た
。

テ
ル
で
使
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
日
本
で
流
行
し
た
と
い

う
。

　
国
道
43
号
を
横
切
り
南
へ
、

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
を
見
た
。

書
斎
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
あ
る
。

　
谷
崎
（
１
８
８
６
︱
１
９

６
５
）
は
関
東
大
震
災
（
１

９
２
３
年
）
を
機
に
関
西
へ

ヨ ド コ ウ迎賓館の玄関
階
段
状
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
応
接
室
を
出
て
、
３
階
の

８
畳
、
６
畳
、
10
畳
と
続
く

和
室
の
ほ
か
、
銅
板
飾
り
の

欄
間
な
ど
に
「
和
」
を
感
じ

さ
せ
る
。

様
が
あ
る
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ

ル
を
用
い
て
い
る
。
前
記
の

Ｆ
・
Ｌ
・
ラ
イ
ト
が
帝
国
ホ

国
指
定
重
要
文
化
財
の
ヨ

ド
コ
ウ
迎
賓
館
（
旧
山や

ま
む
ら
け

邑
家

住
宅
）
は
、
芦
屋
市
の
阪
急

芦
屋
川
駅
を
降
り
て
北
へ
徒

歩
10
分
ほ
ど
で
着
く
。

　
米
国
の
著
名
な
建
築
家
Ｆ

・
Ｌ
・
ラ
イ
ト
（
１
８
６
７

︱
１
９
５
９
）
が
設
計
し
た

ヨ ド コ ウ迎
げいひんかん

賓館
（ 芦屋市）

中
で
時
の
試
練
に
耐
え
世
界

的
な
器
量
を
持
つ
作
家
は
谷

崎
だ
」
と
高
く
評
価
し
て
い

る
。

　
迎
賓
館
を
出
て
南
へ
、
芦

屋
警
察
署
の
旧
庁
舎
正
面
玄

　
写
真
は
撮
影
の
た
め
に

３
品
を
ま
と
め
て
も
ら
っ

た
。
実
際
は
一
品
ず
つ
出

て
く
る
。

　
建
物
は
旧
芦
屋
郵
便
局

電
話
事
務
室
で
、
国
登
録

有
形
文
化
財
で
あ
る
。
１

９
２
９
年
に
完
成
し
た
。

　
現
在
、
横
尾
忠
則
現
代
美

術
館
で
開
催
中
の
「
横
尾
忠

則
の
恐
怖
の
館
」
の
入
場
者

数
が
12
月
22
日
に
１
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。
１
万
人
目

の
来
場
者
は
、
ご
夫
婦
で
訪

れ
た
高
知
県
土
佐
市
の
自
営

業
、
大
町
温
子
さ
ん
。
蓑
豊

館
長
か
ら
、
記
念
品
と
し
て

図
録
と
マ
グ
カ
ッ
プ
を
お
贈

り
し
ま
し
た
。
大
町
さ
ん
は

「
夫
婦
そ
ろ
っ
て
現
代
美
術

が
好
き
で
す
。
こ
の
美
術
館

に
は
初
め
て
来
ま
し
た
が
、

１
万
人
目
と
知
っ
て
驚
き
ま

し
た
。
展
示
作
品
は
劇
的
な

タ
ッ
チ
が
す
ご
く
て
、
横
尾

さ
ん
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
展
覧
会
は
、
横
尾

忠
則
氏
が
一
貫
し
て
関
心
を

抱
く
、
見
え
る
も
の
や
科
学

で
説
明
で
き
る
領
域
外
の
も

の
︱
「
あ
の
世
」
や
「
闇
」
、

「
死
」
な
ど
を
象
徴
的
に
描

い
た
作
品
約
80
点
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ほ
の
暗
い
展
示

空
間
は
、
迷
宮
や
廃
墟
の
よ

う
に
設
え
ら
れ
、
江
戸
川
乱

歩
全
集
の
挿
絵
な
ど
が
不
気

移
住
し
そ
の
風
土
を
愛
し
た

と
い
う
。

　
日
本
文
学
の
世
界
的
権
威

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
（
１
９

２
２
︱
２
０
１
９
）
は
そ
の

大
著
『
日
本
文
学
の
歴
史
』

で
「
20
世
紀
の
日
本
文
学
の

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ラ
イ
ト

は
大
正
年
間
に
来
日
し
帝
国

ホ
テ
ル
を
設
計
し
た
。

　
同
迎
賓
館
は
、
ラ
イ
ト
が

灘
の
酒
造
家
山
邑
家
の
８
代

目
山
邑
太
左
衛
門
の
依
頼
で

１
９
１
８
年
、
別
邸
と
し
て

設
計
し
た
。
彼
の
帰
国
後
の

１
９
２
４
年
に
、
彼
の
弟
子

の
遠
藤
新

あ
ら
た

、
南
信

ま
こ
と

に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
。

岩井忠之館長

　
４
階
の
暖
炉
が
あ
る
食
堂

を
と
お
っ
て
、
バ
ル
コ
ニ
ー
へ

出
て
南
を
見
る
と
、
芦
屋
市

街
の
眺
望
が
す
ば
ら
し
い
。

２
０
０
１
年
に
建
て
替
え
ら

れ
た
時
、
旧
庁
舎
正
面
玄
関

が
部
分
的
に
保
存
さ
れ
た
。

　
正
面
ア
ー
チ
形
の
入
り
口

の
要
石
に
ミ
ミ
ズ
ク
が
彫
刻

さ
れ
て
い
る
。
夜
間
も
ひ
と

び
と
の
治
安
を
守
る
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
暖
炉
を
介
し
て
家

族
や
友
人
た
ち
が
心

を
通
わ
せ
る
こ
と
を

大
切
に
思
っ
て
い
た

よ
う
だ
。

　
敷
地
は
南
北
に
細

長
く
緩
や
か
な
南
斜

面
に
あ
る
。
建
物
は

そ
の
山
肌
に
沿
っ
て

阪神芦屋駅

JR 芦屋駅
阪神本線

阪急神戸線

JR 神戸線

●芦屋市谷崎潤一郎
　 記念館

旧芦屋警察署●
●芦屋モノ リ ス

●ヨ ド コ ウ迎賓館

２

阪神高速３ 号神戸線

阪急
芦屋川駅

季節のコースのランチ

味
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

会
場
に
響
く
悲
鳴
や
高
笑
い
、

う
め
き
声
は
、
兵
庫
県
立
ピ

ッ
コ
ロ
劇
団
の
俳
優
の
声
を

収
録
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。
現
状
の
ペ
ー
ス
で
い
く

と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
入
場

者
数
は
歴
代
２
位
に
迫
る
勢

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
横
尾
忠
則
が
生
み
出
す

「
恐
怖
」
の
世
界
観
を
体
感

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
会
期
】
２
月
27
日
㈰
ま
で
。

10
時
~
18
時
（
入
場
は
17
時

30
分
ま
で
）

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
平
日
）

【
入
館
料
】
一
般
７
０
０
円

（
当
協
会
友
の
会
会
員
は
５

５
０
円
）
、
大
学
生
５
５
０

円
、
70
歳
以
上
３
５
０
円
、

高
校
生
以
下
無
料
※
事
前
予

約
者
の
入
館
を
優
先

【
問
い
合
わ
せ
】
横
尾
忠
則

現
代
美
術
館
☎

 
０
７
８
・
８

５
５
・
５
６
０
７

関
を
見
る
。
旧
庁
舎
は
１
９

２
７
年
、
精
道
村
と
村
民
の

寄
付
で
建
設
さ
れ
た
と
い
う
。

設
計
は
兵
庫
県
営
繕
課
（
置お

塩し
お

章
あ
き
ら

課
長
）
が
担
当
し
た
。

旧芦屋警察署の正面

地域の文化情報

横尾忠則の恐怖の館

入場者が１ 万人突破

神 戸

げいひんかんげいひんかん

賓館ヨ ド コ ウ
（ 芦屋市）

ヨ ド コ ウ
げいひんかんげいひんかん

賓館
げいひんかん

迎
げいひんかん

（ 芦屋市）

ヨ ド コ ウ
（ 芦屋市）

ヨ ド コ ウ
げいひんかんげいひんかん

賓館ヨ ド コ ウ迎
（ 芦屋市）

ヨ ド コ ウ

ひょうごの

そぞろ歩きそぞろ歩き

国宝・ 重文

暖
炉
を
大
切
に
し
た
F
・
L
・
ラ
イ
ト

「
谷
崎
は
世
界
的
な
作
家
」
と
キ
ー
ン
氏

　
玄
関
の
車
寄
せ
を
通
っ

て
建
物
に
入
る
。
暖
炉
の

し
つ
ら
え
て
あ
る
２
階
応

接
室
で
、
館
長
の
岩
井
忠

之
さ
ん
（
66
）
の
話
を
聞
く
。

「
ラ
イ
ト
は
暖
炉
の
あ
る

部
屋
を
大
事
に
考
え
て
い

た
よ
う
で
す
」

お
出
か
け

ち
ょ
っ
と
メ
モ

▼
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
︵
旧
山

邑
家
住
宅
︶
=
芦
屋
市
山
手

町
３
︱
10
。
２
月
11
日
~
４

月
３
日
に
開
催
す
る
雛ひ

な

人

形
展
の
観
覧
は
今
年
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
日
時
指
定
予

約
で
定
員
制
と
す
る
。
２
月

１
日
か
ら
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵h

t
t
p
s：

/
/
w
w
w
．

y
o
d

o
k
o‐

g
e
i
h
i
n
k
a
n
．

j
p
/

︶

で
受
け
付
け
る
。
期
間
中
の

開
館
日
は
、
火
水
金
土
日
曜

と
祝
日
、
及
び
３
月
３
日
。

10
時
~

16
時
。
電
話
で
は
受

け
付
け
な
い
。
大
人
５
０
０

円
、
小
中
高
校
生
２
０
０
円
、

65
歳
以
上
４
０
０
円
。
☎
０

７
９
７
・
３
８
・
１
７
２
０
。

▼
旧
芦
屋
警
察
署
正
面
玄
関

=
芦
屋
市
公き

ん
み
つ光

町
６
︱
７
。

見
学
は
自
由
。
た
だ
、
交
通

量
の
多
い
交
差
点
付
近
な
の

で
要
注
意
。
阪
神
芦
屋
駅
か

ら
北
へ
徒
歩
１
分
。

▼
芦
屋
モ
ノ
リ
ス
=
芦
屋
市

大
桝
町
５
︱
２3
。
阪
神
芦
屋

駅
か
ら
北
東
へ
徒
歩
４
分
。

同
モ
ノ
リ
ス
は
、
結
婚
式
場

や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
全
国

に
展
開
す
る
株
式
会
社
ノ
バ

レ
ー
ゼ
の
一
つ
。
定
休
は
水

曜
、
平
日
は
11
時
~

19
時
、

土
日
祝
日
は
10
時
~
２0
時
。

コ
ロ
ナ
対
応
で
変
更
あ
り
。
☎

０
７
９
７
・
３
８
・
３
３
５
５

▼
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念

館
=
芦
屋
市
伊
勢
町
1２
︱

15
。
10
時
︱
17
時
︵
入
館
は

16
時
半
ま
で
︶
、
月
曜
休
館
。

一
般
３
０
０
円
、
大
学
高
校
生

２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無

料
。
阪
神
芦
屋
駅
か
ら
南
東

へ
徒
歩
15
分
。
Ｊ
Ｒ
芦
屋
、
阪

急
芦
屋
川
、
阪
神
芦
屋
の
各

駅
か
ら
阪
急
バ
ス
が
あ
る
。
☎

０
７
９
７
・
２
３
・
５
８
５
２

暖炉のある2 階応接室

市民の治安を
守るミミ ズク

芦
屋
モ
ノ
リ
ス
の
外
観谷崎潤一郎記念館


